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　　　　　　　　　　　岐阜県舟伏地庭のドロマイト鉱床

河田’茂i磨＊

Dolomite　Deposit辱in　Mt。Funafuse，Gifu　Prefectu疋e

　　　　　　by

Shigema　Kαwada

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　Mt．Funafuse　is　located　about30』km　north　of　Gifu　city　from　which．there　i＄a　bus

service　to　Kanzaki．　The母010mite　deposits　occur　together　with　limestone　in　a．11places，

and　the　group　of　these　stf飢a　is　named　the　Funafuse－yama　Iilnestone　group，whiqh　is

distributed，over　a　long　dist歌nce　from　e訊st　to　west．　This　report　describes　the　result　of　tke

writer’sfieldsurveyintheeasternparti血theneighb・urh・・母・fKanzaki，K・njim璽andし

Iwodo．

　　　　　」ud言ingfr・m婁hef・ssils・fFusulinids，theFunafuse－yamalimest・n6gr・up・pr・b批bly

ranges　from　middle・to　uppe士of　the　lower　Permian　system．　The　mαin　generαare

Psθ％4・加彿Z伽，Ps卿4・Z漁σ，Pα7卿s伽σ，、瓦6・s・hωα96伽etc．』c・nsti㌻uもingthethree

．fossilzones飢1ea忌t．

　　　　　Thegr・upisdividedintσseveralb1・c孕sby．thefaultsrunningα1・ngthe・strike・racross

the　dip，constituting3complicated　geological　structure。The　strike翫nd　dip　of　the－group

canh批rdlybemeasuredinmanyplaces・butthegeneraltrendofstrikelsNto，S・and
the　strata　d／ip　either　to　the　east　or　to　the　we菖t．

　　　　　The　grade　o壬ore　is血gO　over17％，SiO2below2％，and　theσre　from　the　group

is　high6r　in　SiO2content　than　that　from：Kuzuu，Tochigi　prefecture．

　　　　　As　for　the　mineral　itself，the　writer　tested　the　existence　of　c1αy　miner31s　in　the’insoluble

residuebymeans6fx－raydiffr＆cti・nαnddffferentialthermalanalysis．、Thetestdisc1・sed

that　it　is　composed　of　combined　quartz，illite，l　chlorite　etc．From　this　study　conducted　up

t・n・w，tηeΨriter’s・pi茸i・nisthatthecharacteristics・ftheins・1ubleresidueareL皿・re

similart・th・se・ftheins・1ubleresid旦e・fMes・z・iclimest・ne，thanth・se・fChichibu
Pα1eozoic　limestone　occurring　without　dolomite　in　the　Kanto　mountain　districts．Also『he

hasanopini・nthat，thisdiff♀renceinc・mp“siti・ncharacterlzesthesedimentalenvir・nment

inwhlchthelimest・neandd・1・miteweredep・sited，rather，thandiff6renceinage・f

dgpositi・naswasc・nsidered・in，the．initialstageofthisstudy・Anotherpoi乎tthatst「ikes

the　writer　is　that　the　dolomite　deposit　is　closely　related　with　black　limestone　in皿ost

p1我ces．　Such我high　content　of　organic　matters　in・1imestone　seems　to　have　some　be批ring

bn　the　dolomitization　of　limestone．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイト鉱床内部Q品位分布を明らかにすることを目的と

　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨　　　　　　　　　　　　　、した。調査方法は5千分の1航空写真図化の地形図（鋼

研究の目的は・鰍煉方の美山村今島・円県伊往　管鉱業K．K．）鞭つた精査でダ紡錘虫化石の化石帯を

戸付近に分布しているド・マイト鉱肉こついて・地質構　鍵層に使つて構造解釈を行なつた．、繍石灰岩．師マ

造を層位的な方法を用いて解釈することで・同時にド・　　イトの不溶解残渣の粘土鉱物についてはX線，熱分析

・鉱床部　　　　　　　　　，　　　　　　　　『　　　などによつて決定，したQ地質構造については当地区のみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　317（173）
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では正確には決定できかねるので，今後の研究と合せて

報告するQドロマイトの品位はMgo18％，sio21％

前後である。

　　　　　　　1．まえがき
　舟伏山を中心にして東西に長い分布を占めている石灰

岩のあることは古くからわかつていたが，そのなかのド、

ロマイト鉱床については昭和29年5月に安斎俊男が舟伏，

山塊東部の山県郡北山村（現在美山村）『今島・伊往戸付

近のものについて調査したのが最初である註1）。　著者は

このときの資料に基づいて昭和32年から舟伏山全地域に

・ついて，ドロマイ下鉱床の分布とその地質構造を中心に

して調査を行なうことになり，初年度には，今島・伊往戸

地域について調査を始めた。当地域のド・マイト鉱床は

規模の点で栃木県葛生鉱床にまさるともおとらないと思

われるが，品位の点で間題がある・すなわち高品位の部

分と，・珪酸分の高い低品位の部分とがあり1これが図上

で区別できないような微妙な産状をしていて，稼行し採

掘計画を立てる場合かなりの制限をうける。しかしまだ

一部を除いては企業化を目的とした広範囲の精密調査が

行なわれていないから，将来調査研究が進めば，品位鉱量

の点で開発の対象となる有望な地域が発見される可能性

は充分認められる。またごのド，ロマイト鉱床を含んだ石

灰岩の堆質構造については，層位学ならびに古生物学を

主とした研究から，地質構造論のうえで大きく相違する

諸説があつて，複雑な構造をしているであろうというこ

とが推測されていたので，『さしあたつてかなり広範囲の

地域の層序と構造を明らかにし，鉱床の品位分布と鉱量

を確かめることを第一の目的にした。調査方法は航空写

真から図化した5千分の1地形図，5万分の1地形図を

2万5千分の1の引き延しなどを併用して地表調査を行

ない，約250個の試料を採集した。この試料のうち約70

個からは化石を検出したので，・地表調査の資料と合せて

地質構造の解釈にもつとも大きな手がかりとした。また

石灰岩・ドロァイト全試料について不溶解残渣の粘土鉱

物を調べ，組成などの性質から鍵層になるものについて

検討してみた。、最終的にはこのような堆積性ドロマイト

鉱床の堆積環境，成因といつたことについて2，3の見

解を述べることにする。

　鋼管鉱業株式会社・川崎製鉄株式会社では多数の分析

をお願いし，またボーリソグなどの貴重な資料を拝見

し，御協力いた黛いたことについて，深く感謝する。ま

た東京教育大学藤本教授ン9は化石帯や層位の問題につい

て御助言をいた黛き，一資源科学研究所鈴木博士，北崎博

士には室内実験や堆種論の問題について御助言をいた黛

　註1）地質調査所鉱床部未発表資料

いたが，尊』に併せて謝意を表する。

2．位置および交通

　今度の調査地域と鉱床分布の概略については第1図に

示した。当地域嫉岐阜県山県郡美山村に大部分所属して

いる。岐阜市からの交通は美山村神崎まで約30kmが

バスの便があり，神崎から円原・今島方面また伊往戸方

面へはトラ。クを通ずる道路があり，山地の割には道路

条件に恵まれている。したがつて鉱石運搬はトラ。ク輸

送がさしあたつての方法であろう。なお冬期降雪の季節

には交通の途絶する日があるといわれているが，こN
9
2
， 3年はその例がない。
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第1’図　位置およぴ交通図

3．地形概要

　一般的に地形は急峻であつて，いわゆる壮年期地形を

呈しているということができよう。また…部には小規模

ながらカルスレ地形が発達している。

　代表的な1⊥iは舟伏山（1，040．3m）で，北方にある日‘

永岳（1，215．5m）とこれを結ぶ南北に走る陵線は西の

根尾川，東の神崎川の分水嶺をなしている。．これより東

の今島一神崎地域でもおもな山や谷1よほ罫南北に延びる

ものが多く，神崎・今島・伊往戸などを含む山塊の尾根

の方向は北北東，南南西であつて，今島・白岩以北にば

標高1，000m以上の山が多い。また今島以東では東西

方向の陵線が多くなるが，この地域は石灰岩類がないの

で岩質の相違，地質構造の変化などが地形上に特異性を

現わしている。

　おもな川は武儀川の支流神崎川である。神崎付近では
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今島・円原方面からの円原川と白岩・伊往戸方面からの

本流とが合流している。河川の発達方向は山岳のそれと

7致していて，南北性のものが多く，上述のものは北北

西一南南東である。た堕し今島東部ではほマ東西方向の

谷が発達し，三尾谷・納谷川などがある。

　またこれらの川の流域にはわずかながら平坦な沖積地

が発達していて，部落となつている所が多い。

　以上の山・川などの地貌は，地質ときわめて密接な関

係をもつている。今回の調査地外ではあるが，神崎川以

南では山・川ともに北西一南東方向に発達し，北側の舟

伏山石灰岩ド・マイト分布地域のそれと較べるとちよう

ど直交する。1したがつてこのような広い地域の調査には

地形的な考察が重要である。

4．地質概要』

　本地域の広範囲の地質学的研究は1919年大築洋之

助，清野信雄による20万分の1”‘敦賀”図幅6）が最初　』

で，舟伏山の石灰岩について，ごくかんたんではあるが

示されている。　1929年に徳永重康は1飯坂五郎の地質調

査をもとにして石灰岩中の石炭層殖ついて研穽した7）。

一方，　飯坂五郎は1929年に石灰岩から産する紡錘虫化

石を研究し，6属32種の化石について報告すると同時に

舟伏山石灰岩体は根なしのものであるという“舟伏山ク

，リッペ説”を畢唱された2）。’その後になつてこの説とは

反対に舟伏山石灰岩は周囲の非石灰岩層と整合関係で接

していて，その間にクリッペを示すような衝上断層など

は認められないとする“整合，一部断層説”が現われ

た1）5）。

　このように層位学的ならびに古生物学的研究は，古く

から行なわれてきたが・石灰岩中に賦存しているドロマ

イト鉱犀をとりあつかつたものは乳安斎のドロマイト鉱

床調査が最初の報告である註2）。

　おもな岩石分布は調査地域の中央部に石灰岩・ドロマ

イトの地層が分布し，この地層の北側の万所，南側の神

崎付近はそれぞれ厚いチャート層が分布している。これ

らはそれぞれ万所層・神崎層と呼ばれている。

　石灰岩・ド・マイトの走向・傾斜は一般には明らかで

ない。これらは塊状無層理であるが，輝緑凝灰岩やチャ

ートなどが挾まつていて，このような層理面での測定で

は，走向はほ聖南北で，傾斜は西あるいは東である。石

灰岩層の全体の分布の方向は東西であるのに，当地域で

の地層の走向は南北方向でこれと直交する。またこの地

層は南北方向に摺曲軸をもつているだめ，傾斜は東西に

傾いているものである。

　今島付近には北北西一南南東方向の断層が発達しでい

註2）前出

て，ζれ年平行するものがその南方にいくつか認められ

る。南北性の断層は円原川沿いのものや，白岩谷，中間，

の山地を通るものなどがある。石灰岩・ド・マイト層は

以上の断層によつていくつかのブ・ックに分割され，各

ブロックごとにそれぞれの地質構造を異にしていて，全

体としてはかなり複雑化しているものと思われる。

　ド・マイト鉱床の富鉱帯はおもに今島・円原北方宝谷

と伊往戸付近などに分布している。しかしこれ以外の地

域でもMgOに冨む小規模で厚さ数m以内のものなら

ば各所に認めることができる。ドロマイトの貧鉱帯に属

する部分は，多くの場合MgOが17％程度あるにもか

かわらず，Sio2が数％以上である。これはチャートの

薄層とドロマイトが互層したり，チャートのレンズや巨

大の礫を伴つたりしているためである。

　ドロゼイトと密接な関係をもつて現われている石灰岩

陶には灰白色のものと，黒灰色のものとの2種があつて・

とくに黒色系統のものがあることは，産状などからいつ

てもドロマイト鉱床の成因に大いに関係しているものと9

考えられる。

　火成岩は上記の断層に沿つてところどころに粉岩類の

岩脈が認められる。また，万所や白岩付近には流紋岩の

分布があり，古生層の北側に平行的な分布をしている。

5．層序および岩質

本地域ゐ秩父古生層は石灰岩・ドロマイトなどからな

る舟伏山層と，チャートを主とする袖崎層・万所層とか

らなつている1）4）。これら3層の重なり方については諸

説があつて一定していないが，筆者は後述するような理

由からこれらは同時異層宅あると考えている・美山村神

崎と万所との間の円原川の流域は，これらの地層の模式

地であつて，この地方に分布している3者の関係を示す

と次のようになる○

第1表　　古生層の堆積状況

南・ 方藍

神崎層
くチャートか
らなる）

中　央　部

舟伏山層
（石灰岩・ド

ロマイトから
なる）

北 方

↑　　　　　　↑
一一部断層

万所層
（チャートか
らなる）一

　上記3老の層位的な関係について，各層の分布状態か

らそれぞれ上下関係をもつているものとする考えもある

が，堆積論的に一応同一層準のものと解釈できる。神

崎・万所両チャ㌣ト層のなかには，’ところどころに有機

物の濃縮した黒色粘土状物質がある。この炭質物の元素

分析の結果を第2表に示す。
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地質調査所月報，（第11巻第3号〉

第2表チャート中の炭質物のC量

地層名

万所層

万所層』

万所層

万所層

神崎層

試料1
14－

15

16

21

208

C（％）

4．89

6．491

0．51

3．33

4．04

1地層名

神崎層

神崎層

神崎層

，神崎層

神崎層

試　料

209

210

212

217

218

C（％）

5．70

3．42

・2．36

4．68

4．86

（wt％）

　また石灰岩中には伊往戸西方などで高品位の石炭が挾

まれている・チャート層と石灰岩層はその間に明らかな

断層もなく，整合的に漸移したように思えるところもあ

一
る ので，・このように有機物の堆積物を伴つている事実は

同一堆積環境を示すものと考えてよいのではなかろう、

か。これは将来の調査研究にまつ。

　5．1舟伏山石灰岩・ドロマイト層

　本層は場所によりかなりの岩相変化がある。そのう

え，多数の断層があり，一連の地層の分布状態を観察す

ることが困難である。しかしおもな化石帯の発達状況と

ある層準の輝緑凝灰岩を鍵層にして多数の柱状断面図か

ら本層の層序，および岩相分布の状況を編算したものを

第3図に示す。

　これによると西方の白岩付近と東方の今島付近ではか

なり堆積相に変化が認められる。西方では，黒色石灰岩

を主としチャート・輝緑凝灰岩・灰白色石灰岩などを伴

う“ネズ石灰岩”相であるが，東方に移るに従つ七ドロ

マイト貧鉱相から，ドロマイト富鉱相になり，さらに灰

白色の石灰岩を主とし，輝緑凝灰岩や粘板岩を伴う“ハ

〆
ク
石
灰
岩 ”相に移化している。』“ハク”，“ネズ石灰岩”

とは灰白色および灰黒色の石灰岩のこ≧で，葛生地方で

このように呼称してい1るので，これにならつた。

　ドロマイト鉱床は小規模のものを除いて大別して上下

2層ある。上位のものは白岩付近をタイプにとることが

できるもので層厚は厚くないが，連続性に富み品位も一

定している。下位のものば大規模でこ玉で問題にしてい

る鉱床である。分布は円原川 と白岩川に挾まれたいわゆ

る中央山地にあり，第2図でもわかるとおり東側ほど品

位がよい。また垂直的にもかなりの範囲のものがあつ

て，二畳系下部ゐ上部を代表する．Psθ裾oルs襯澱帯か

ら薙osoh媚g顔紹帯で代表される二畳系中部の層準に

までわたるものである。’

　岩相上から“ネズ石灰岩”・ドロマイト・“ハク石灰

岩”の3づに大別でき’る。栃木県菖生の石灰岩，ド・マ

イト層においても・地層が3つに大別できる点は似てい

るが，舟伏の場合各相はいくρかの単層参集まつていて

単独のものでなく，かつそれらの境界が明らかでないこ

とが違つている。しかし葛生の場合でも“ネズ石灰岩”

中のドηマイト（通称ネズド・），“ハク右灰岩”中のド

ロマイト（ハクドロ）またドロマイト中の石灰岩，およ

び“ネズ石灰岩”とド＃マイトとの境界に漸移帯がある

ことなど，舟伏山よりすべて小規模であるが・同一現象

として認められる。た黛し葛生の場合層位的に下部がら

ネズ→ドロマィト→ハクと重なつているが，舟伏ではこ

の現象が岩相変化で説明されるという点がもつとも大き

な相違である。

呈イ
r　

日
厚

（圃←白岩附近1　中　央　　山　地　　1今島附近1　　→・（東） イヒ石　帯

畢

吻δG力脚8吻zo昭

　　　　△
△　　　△　　　△　　　△

　△　　　△　　　△　　■

△　　△　　△　　△　　　　　　　　　　　　●

　　　　△
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山
石
相

ネズ石灰岩相　　漸移相 ドロマイ　　ドロマイ

ト貧鉱相　　ト富鉱相
〈ク石灰溜目

　do　　　　　　　　doc　　　　　　　　Lsb

匪　匪署　巨碧
ドロマイト　　ドロマイト　　黒へ黒灰
凹goワ％〉　チャートの薄　　色石灰岩

　SGO2225く　　層また1b疎を

　　　　ともなうろの

　lsg

圏灰白色石灰岩
および角蘇質
灰白色沼灰岩

　sgh　　　　　c』

囲　、薩ヨ
輝緑凝灰岩　　チヤー一ト

　　し

圏粘板岩

第3図舟伏山石灰岩・ドロマイト層柱状断面図（美山）
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岐阜県舟伏地医のドロマイト鉱床　（河田茂磨〉

　ドロマイ｝はMgO17％以上，，Sio22％　以下のも

ので代表される部分を一応富鉱帯とした。一般に黄白

色，細粒の結晶集合体であるが，紡錘虫化石を含む部分

もあつてかなり隠微晶質の所もある。上記の条件をみた

さない貧鉱帯のドロマイトは，化学成分上ではMgOの

含有量が富鉱帯のそれとほとんど変わらず，SiO2「の高い

場合がほとんどである。　SiO2は石英の細粒状のもの，

脈状ゐもの，チャートの礫あるいはチ￥一トの薄層の場

合などあつて一定していない。石灰岩は黒色系のもので

有機物に富んだもの，灰白色緻密質のものなどあるが，

その他灰褐色で泥灰岩状の部分を挾有する。今島東方の

山の尾根にはコブシ大の石灰岩礫からなる礫層が，灰白

色石灰岩の一部にみられる。輝緑凝灰岩は一般に層状あ

るいは塊状で，暗緑色のものが普通である。層準として

は弛osoh郷g副襯帯とPsθ％40血s協％帯の両帯に発

達しており，一般に後者では輝緑凝灰岩は連続性に乏し

い。またこの輝緑凝灰岩の層準のチァート中にしばしば

マンガン鉱床が胚胎さ飽ている。

　5・2　化石および対比

　この地域から産出する化石については，これまで多く

の研究者によつて研究されている。とくに最近では層位

学的な研究に古生物学を利用するようになり，多くの成

果をあげている。著者も上に述べた方法を用いて目下研

究中であるが，こxでは従来の報告を紹介する。

　産出化石のうち上記の目的にもつとも適当と、思われる

ものは紡錘虫（フズリナ）であつて，このほか，腕足

貝，珊瑚なども重要な役割を演じている。これらの化石

動物群によつて特徴づけられる地層は対比したり，また

地質構造の解釈の手がかりとすることが可能な場合があ

る。小川敬三の研究5）をまとめれば次のとおりである。

おもに紡錘虫化石であるが，下位より上位へ順に化石

帯，亜帯および代表種を示す。

　Ps6％40血s％Z伽σ　　zone　；P∫　cf．　び％」8’αγ∫s　subzone、

　一1γ．cfr．伽Z8粥s，1γ．た7σ∬ガ，1γ・sp・

　P‘z7αノ協s％あ％σzone；　Sohz〃‘z8’67勉‘zブαカo％♂o‘z　subzone

　－Soh倣9，ゴαカo％加，Pブ佛あ8％σ，Pブ8欄㈱

　‘z貿θ％‘zo，　Sohω‘zg」　sp，　塚・　sp・

　Pσγαプ初s％あ％α　∫％％‘z鈎s召πs∫s　subzone－P‘z7αプ；

　加卿s卿亀Pσ7妖伽為αちP47妖殉加吻・．
　P36％4040召∫oあ％σ　o紹ω面．　Pf．　sp．，　jp礎‘z∫　　spP。，

　So勉仇z8㌔　ブα汐o％∫oσ，　Cσ％06〃∫％Ol（？）　sp・，　Sohzσσ9」’

　sp．，　1ツ『．　97・‘z％乞6郷　　σ06％Olθ，　　Pブ＝　　Ol勉あ8’％α，　　Pンら

　07α∬魏μ伽，塚．6顯s，塚．勧協，琢．卿o渉ohσ一

　sh露，　P∫　　sp。，　Soh％667≠‘2πσ　8ブ70彫4∫，　Soん％わ67ム

　sp．，　】乙α％oh∫θ％α　sp．．

　漉030hz〃σ897∫％‘z　zone；ハ形os．％∫1）1）o銘∫αz　subzone一・

　抽・s．吻伽加，枷3．3卿伽，枷乱！sp．，

　協6伽σ、sp・，767微伽sp・P36％4・4・励％
　o言‘zzσα∫，　P3θ％40401ム　　sp．，　」Pα7α∫　　∫初％σ血sθ％s∫s，

　P‘z7αプ；　あεα為‘τ∫，　1孔　SPP．，　Sohω‘z8㌔　ゴ‘zカo難∫αz，　S．

　ブ‘zρo％∫oα　var．　！1．　S」　sp．，　Pブ」　‘z卿玩9彼z，　∫ゲ．

　8γ伽㈱ωθ膨，P≠6疏3，P≠勧∫，P∫sp．，
　Co40％o∫％s∫6π‘z　　sp．，　　】Z‘z盟oh犯％‘z　Ph‘万7‘zツ6％s6s，

　y4730h。　sp．，　Soh％ゐθγム　8’∫γσ％4∫，　5」　sp．　をまカ・ンこ王田

　瑚4種N60s．耀78σ7∫娩orC7α≠∫o％」∫声紹subzone

　一．〈孔耀78痂惚，ハ孔6鰯勧Z漉γα，ハ4雁π06鰯s。

　．〈孔001伽吻，ハ孔40顔Z観，瓦％ゆカ0吻σ，ハ孔

　s吻ρ磁，！〉．sp．，’V励卿加”召吻襯，K　sp．，

　Ps6％40‘！oあoあ幅σ　sp．，　Soh％わ67彪π‘Z　SPb

　踊θ吻z・ne；踊θ伽sp・＆subz・ne一踊θ卿

　∫8’o伽．sp．（MS）

　以上の化石帯は構成している化石種を検討すると，赤

坂石灰岩・伊吹由石灰岩などに充分対比されることが明

らかであつて，個々の記述については省略するQ

　著者の研究ではy伽伽帯以外の種についてはほと

んど同一のものを認めることができた。たマしこれら化

石帯の分布およびこれを用いた地質構造の解釈について

はかなり相違する点がある。これらのことについては別，

に発表することにする。

6。地質構造

　舟伏山層の一般走向はN20～700Eで，N20～400E

がもつとも多い。傾斜ほ北西へ30～400が普通である

が，急傾斜の場所もある。しかし実際に測定でき’ない

が，．化石帯の配列とこの上下関係から判断される地層の

重なり方について，これがかりに単斜構造をしているも

のと考えると，南東方に傾斜している地域がある。今島

部落の対岸（地質断面図参照）や宝谷出合東側などがこ

の例である。以上のことから，本層は北北東一南南西の

走向で，一般に北東方へ緩く傾斜し，円原川以東地区の

北側では南東側に傾斜する単斜構造と考えられる。これ

らの間には断層が存在するが，地層の逆転構造を説明す

るなど斜摺曲構造は現在の段階では考える必要はないも

のと思われる。舟伏山層と万所層・神崎層などとの関係

についての構造論については後述する。

7．ド自マイト鉱床

鉱床分布については第2図，第3図に示されていると

おりである。目下稼行中のものは円原北方，通称宝谷出

会付近の岐阜鉱業株式会社によるものだけで，現在はご

く小規模に採掘中である。このほか，今島付近の鉱床に

ついては鋼管鉱業株式会社が，ボーリングによつて地下
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鉱床を探査中である。その他の地区については未着手で

あるQ

　この鉱床の特徴は珪酸分の高い部分が多いこと，さら

に品位分布が昂まり一定しないととであるαしかし規模

の点で葛生鉱床，にも匹敵するもgであつて・富鉱部も探

輩方法によつてはまだまだ各地域に発見される可能性は

充分あるものである。第3表に示された分析値と第4表

の鉱石の肉眼観察から，ド・マイトは黄白色で結晶が細

かく，断口の光沢の強いものほど高品位であり，細脈や

粒状構造のない均質のも、のほど良い。

　このド・マイト鉱床の著しい特徴は，前にも繰り返し

述べたように地層中匠チャートなどの珪質岩の爽みの多

いことで，したがつて鉱床とみなされる，のは，この來み

の比較的少ない地域’ということになる．。安斎はさきに伊

第3表　ドロマイトの分析値（wt％）

試料

　　5’

　28．

33A
　35

　36

　371
　38

　40

　41

　42

　44

　45

　55

　56

　58

　591

　60

　61

　70
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　72

　73．

　75

　76

　77

　78

　79

　80

　81

　82

　86

　87

　95

107

116
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119
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一Sio2R203C＆0

8．54

4．48

1．32

1．96

9．24

4．08

4．24
4』46、

9．56

3．74

3．74

0．72

0．30

0．18

0．58

0．22

0。50

0。96

1．10

5．88

4。76

7．50

2．48
2．12．

5．32

4。76

4．96

2．84

1．04

2．46

7．32

0．72

6．34

6．74

0．66

4．21

3．82

1．66

0．88

0．46

0．96

0，44

1．04

1．02

0．96

0．88

1。48

0。90

0」86

0．66

0．34

0．30

0．72

0．42

0．30

0．30

0．66

1．30

0．86

0。96

0．70

0．72

0．68

0．70

0．76

0．68

0．52

0．64

0。50

0。19

0．74

0．81

0．14

0．93

0．74

Lq6

30．83

32．68

35．00

32．14

29．75

32．36

32．35

31．35

30．、83

31．96
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35．20
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37。58
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51．50

54．09

33．75

31．39

30．63

30。87

31．98

33．10

33．70

32．04

31．16

32．36

39．84

32．24

31．32

33．67

36。24

31．54

32．61

32．90

32．21

34．41

MgO

16．98

17．61

16．85

19．23

17．49

17．72

17．70

18．49

16．21

17．31

17．．31

17．09

16．55

6．04

15．11

15．12

3．47

1．03

18．15

17．57

18．97

17』41

18．98

18．17

16．15

17．84

18．43

18．47

13。05

18．80

17．50

18．83

13．56

17．25

19．81

16．87

18．03

17．07

P205

0．033

0．020

0．019

0．021

0。034
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0．021

9・025

0．040
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01070

0．029
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0．017
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0．012
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0。037

0．042

0．046

0．046
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0．14

0。05
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0．09
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0。043

Slg．10ss

0．011

　tr．

0。007

　tr．

0．009

0．014

0．013
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0．016
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0．015

0．016

　tr．

　tr．

0．014

0．010

0．004

0．046

0．012

0。015

0．002

0．013

0．0σ4

0．004

0．007

0．012

0．014

0．009

0．002

0．01f

O．00

0．00

0．01

0．01

0．00

0．002

0．002

0．005

43．32

46．56

42．88
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46．62
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Si・21R2・3
CaO

1．4010．94

2．561．76

20．040．384．7。1。．3。

0．220．14

2．561．56

14．531．28

7．452．64

2．261．74

7．，302．06

13．909．56

2．381．42

0．040．32

2．302．88

1．960．26

2．113．86

0．260．36

0．881．16

2．463．12

0．540．85

2．120．58

0．110。36

1．440．38

5．061．94

0．880．50

4．840．60

1．121．22

3．920．35

、1ρ460・43

2・ユ21．2Q

4。060，．38

3．360。56

4．940．16

5．010．57

1．500．56

3．940。73

1．300．45

33．50

33．、43

28．35

33．65

34．64

32159

36．46

32．74

32．74

30．47

28．50

32．74

34．11

32．59

33．35

38．66

50．10

33．35

32．52

34．56

33．05

32．74

33．96

30．02

33．50

32．06

34．41

31．11

33．25

34．46

30．90

33．60

31．75

30．75

32．39

31．54

33．10

Mg・ip2・5

17．88

16．98

13．80

16．67

18．20

17．48

9．01

15．04

17．97

17．19

11．49

17．83

18．61

17．20

18．38

12，03

4．81

18．40

17．59

17．54

18．14

19．59

17．94

18．38

18．40

17。62

17．19

18．99

18．32

16．94

18．94

17。20

18．27

18．99

19．19

18．56

工8．68

0．029

0．’046

0．012

0．041

0．013

0．019

0．090

0．178

0．135

0．016

0．033

0．030

0．046

0」020

0．014

0．014

0．019

0．025

0．037

0．037

0。011

0．012

0．011

0．042

0．014

0．017

0．020

0．09

0．07

0．12
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0．08
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0．03
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0．07

0．09

Slg。10ss
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0．002

tr．

0・oq1
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0．σ01
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0．009

0．05

0．006

0．007

0．006
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0．006
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分析試料のうち若干のドロマイトの外観性状は第4
表のとおりである。
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第4表　ドロマイト鉱石の肉眼観察 200

試料

5

35

36

41

42

45

与6

60

73

77

86

87

107

116

153

170

17ゴ

177

ユ78

179

186

．188

190一

観　　察　　結　　果

灰白色，径2～3mm，まれに5mm内外の黒褐
色のハンテンがある乙断口の結晶光沢が強い。

黄白色，断口の結晶がや工大き’く0．5mm　内外

で部分的に黄色が濃く，網状構造を示す。

灰白色の粒状構造と黄褐色の網状からなつてい

る。3mm内外の黄褐色で，　流状，網脈状構造

などが部分的にいり混つている。

黄褐色，幅0．5mm，以下の黒色脈が発達してい
るo

灰色あるいは灰黒色の珪質物？の粒状構造。

基質部は灰白色で黄白色の脈が発達している。

灰白色の部分中に黄色の脈があつて，全体的に乳

白色で石灰質そある。

灰白色，部分的にや玉黄白色の網状構造があつ

，て，細い結晶で光沢が強い。

灰黒色粒状構造中に黄褐色の径2～5mmのハン

テン状あるいは2cm以上の積雲状構造がある・

幅0．5mnl程度の石英脈があるQ

基質部は灰白色部と黄白色部が混っている。幅

0．5mm以下の黒味をおびた脈が2～5mmの
間隔で互層しているQた黛し黄白色部は網状であ

る6

白色でゃ玉灰色の部分と黄白色の部分があるQ光

沢は強い。

基質部は黄白色，乳白色の礫状構造が混つてい

るo

基質部は黄白色で，灰黒色物による礫状構造があ

る。・礫の径は1～8mm位である。・

基質部は灰白色で黄褐色の方解石脈がよく発達

し，F基質部の光沢がとくに強い。

灰白色，黄白色脈と淡黒色のハンテンが混ってい

るo

黄褐色，まれに白色の礫を伴つている。また青黒

色で径5mm土の角礫が含まれている。

チャートの礫を伴つている。

全体的に淡黄白色で灰白色かやX濃い灰色の礫が

含まれているo

灰褐色で結晶光沢が強く，黒色微粒子が混つてい

るQ

粘土質ドロ々イト

庚白色の部分と黄白色の部分があつて，黒灰色の

細粒で網状，あるいは石灰質脈の発達が著し

いo．

灰黒色でハンテン状構造，基質部はドロマイトで

黄白色。

灰白色で均質，部分的に黒色ハンテン，ドロマイ

ト黄白色脈がある。

201

ZO2

230

231

232

235

236

細粒灰黒色のハンテン状構造を示し基質部は黄白

色。不規則な脈がある。・

チャートの細礫を伴う。

チャートの細礫を伴う。

赤色チャートにごく接近した試料Qほ父均質。

白色でドロマイトの淡黄色脈と石英脈が認められ

るQ．

黄白色，緻密質，断口は細い結晶で光沢が強い。

チャートの細礫を伴う。基質部は均憎。

黒色のパンテンを伴う。基質部は均一。

往戸西鉱床・伊往戸東鉱床・今島西方鉱床などを命名

し，これらの鉱床の品位にりいては今回の場合とほマ同

様の平均MgO18％，SiO2L5～3．＄％であることを

報告している。

8．　ドロマイト・石灰岩の不溶解残渣

　アメリカでは古くから油田地帯の探査法の一つとして

石灰岩の不溶解残渣を利用する方法が行なわれてい

る3）。著者はさきに化石などと同様層位学に利用でき’な

いかということから出発して，試験的に行なつたことが

あつた7）。今回の調査の場合，（1）地層が塊状無層理で，

”構造が明らかでないため，もし層位上差異があれば，鍵

層のように使える資料が発見されるのではなかろうか。

　（2）石灰質の岩石とドロマイト質の岩石の間にその差

があるかどうか，といつたことからこの方法を用いてみ

た。次にその結果を要約する。

　試料は普通26gの原石から残渣をとり，　これについ

てX線回折，示差熱分析などの実験を行なつた。

　おもな鉱物は，量的に多い順に，石英・イライト・緑

泥石とまれに黄鉄鉱などがある。これらの鉱物は次のよ

うな組合せをもつている・　（カ1・コ内は試料の個数）

　　Q；石英だけからなつている。（5）

　　Qi；石英とイライトからなつており，イライトが少

　　　　ない。（32）

　　Q1；石英とイライトからなり，イライトが多い。

　　　　（50）

　　1；イライトだけからなつているQ　（3）、

　QC1；石英・イライトのほかに緑泥石がはいつている

　　　　もの。（3）

　この結果を地質との関係から考えてみると，石英を除

けばイライトと緑泥石からなることがわかり，しかもイ

ライトが圧倒的に多く，緑泥石がはいつているのはごく

まれである。緑泥石がはいつ七いるのは輝緑肇灰岩の周

辺部で，輝緑凝灰岩薄層の互層している部分および石灰

岩とドロマイトの漸移帯などにみられた。
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　石灰岩には色によつてハク（白），Lネズ．（黒）などが

あり，さらにドロマイトなどとの区別は残渣については

差がなく無関係のようである。

　品位との関係は，低品位のもの，すなわち石英分の多

いものほど他の残渣は少ない。

　これをこれまで著者が関東山地の試料について行なつ

た結果と比較すると次のようなことがいえる。

　（1）秩父古生層の石灰岩のものはOC1タイプで，

中生代鳥ノ巣石灰岩のものはQ1タイプである。

　（2）舟伏山のものはQ1タイプで，したがつて中生

代鳥ノ巣石灰岩のそれに類似する・

　（3）　鳥ノ巣石灰岩はドロマイト質の部分もあり，全

体的に有機物に富んでいるので舟伏山の石灰岩に似てい

るといえる。

　（4）　以上のことからQC1，Q1などの残渣は古生

代・中生代といつた時代的な特徴を示すというよりは，

むしろ生成された環境の特徴を示していると考える方が

より妥当と、患われる。

　（5）Q1の残渣に有機物力1多いな，どということは，

本格的地向斜地域というより，むしろその周辺部，いい

かえれば大陸棚的な海での堆積物であろう。

　（6）　ドロマイトの堆積は、このような環境で行なわ

れ，さらに有機物（ネズ石灰岩中）はその後のdolomi一

・tizationに寄与しているものと考えられるQ

9．結　　言

　今回の調査地域は舟伏山全体の東側約エノ3であるの

で，まだ結論的なことを述べる段階にいたつていない。

今後の調査にあたうては，’本年度の結果から輝緑凝灰岩

層・化石帯’無煙炭層などを追跡することによつて，複

雑な構造の解釈に役立たせたい考えである・またドロマ

イトの品位分布およぴ鉱量については，基礎になるかな

り多数の分析が必要であるが，今後とも関係諸機関の御

協力をお願いする次第である。最後に不溶解残渣の定量

法はドロマイト鉱床の成因的な問題にまで及ぶが，将来

の鉱床の探鉱上の手がかりになるよう，研究に尽力する

つもりである。

　　　　　　　　　　　　　　（昭和32年5月調査）
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